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［ファッション］［音楽］

藝
げい
とスタジオ（ファンタジア

!ファンタジア! ―生き方
がかたちになったまち―

）
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堀道広｜1975年富山県生ま
れ、国立市在住。うるし漫画

家。うるしと漫画に特化し
た活動を続ける。

「多摩金継ぎ部」部長　近
著『うるしと漫画とワタシ～

そのホリゾンタルな仕事～
』（駒草出版）等。

宵
よみや

宮リサーチ

2023/09/23
ACKTの活動地域である国立市には1,000年以上の歴史を

持つ東日本最古の天満宮、谷保天満宮があります。そんな谷

保天満宮で毎年開催される谷保天満宮例大祭の宵宮にて、

執り行われる神事「古式獅子舞」は国立市の指定無形民俗

文化財となっています。ACKTは国立市についての知見を深

めるリサーチ活動の一環として宵宮へ訪問し、古式獅子舞の

見学を行いました。宵宮のリサーチは、国立市の歴史に触れ、

地域の方 の々谷保天満宮やまちの歴史を継承していくことへ

の想いに理解を深める時間となりました。

2023/09/23
ACKTの活動地域である国立市には1,000年以上の歴史を

様々なまちを
訪れ、気にな

る活動を行う
スペースを紹

介する

［LAND］。
3回目に訪れ

たのは、墨田
区東向島にあ

る「藝

とスタジオ」
です。「藝と

スタジオ」
を拠点に活

動する

「ファンタジ
ア !ファンタジ

ア ! ―生き方
がかたちにな

ったまち

―」のディレ
クターを務め

る青木彬
あきら
さんにお話を

伺いました。

メールニュース配信
ACKTの活動に関する最新情報などをメール
ニュースでお伝えしています。ご興味のある
方はぜひご登録ください。

ご登録はこちら

まちを舞台に芸術と文化を編む「ACKT」の紙面プログラム
【東京アートポイント計画について】東京アートポイント計画は、社会に対して新たな価値観や創造的な活動を生み出すためのさまざまな
「アートポイント」をつくるために、東京都と公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が、地域社会を担うNPOととも
に展開している事業です。実験的なアートプロジェクトをとおして、個人が豊かに生きていくための関係づくりや創造的な活動が生まれ
る仕組みづくりに取り組んでいます。https://www.artscouncil-tokyo.jp/
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INFORMATION
藝とスタジオ

東京都墨田
区東向島5-

23-3

ACKTでは、まちなかで新しい動きを作る人やそこに参加する人を
[CAST]と呼びます。そんなCASTのさまざまな活動をピックアップし
紹介する連載。第3回目はACKTの行うプログラムの一つである
「Kunitachi Art Center」の企画に携わり、「◯ZINE ACKT02」の表
紙を担当した作家、金田涼子さんにお話を伺いました。金

か ね た り ょ う こ田涼子（美術家）

VOL. 03

金田涼子｜1991年茨城県生まれ。横浜
美術大学卒業。神や自然現象など人知を
超えた存在を大小様々な女の子たちを描く
ことにより表現している。近年では日本の土
着的な文化や日常的な気配などをテーマと
した作品を多く制作。主な個展として「雪月
風 花」宝 龍 美 術 館（上 海、2023年）、
「from beyond the sea」ARTTRIO（シン
ガポール、2023年）などがある。2012年
から同時代のキャラクター表現を模索する
試みとして「199X」を主催している。

PROFILE

̶ご自身の活動について教えてください。
普段はペインターとして、お世話になっているギャラリーや所属先などを通じて、個展やグルー

プ展、アートフェアなどで作品を発表しています。また「199X」という90年代生まれのキャラク

ター表現の作家を集めたグループ展を2012年から毎年キュレーションしています。

̶なぜ、現在の作風になったのですか？
絵柄についてはよく聞かれていたのですが、私は小さい頃からアニメ・漫

画・ゲームなどに触れてきていて、絵を描き始めたきっかけも漫画やアニ

メのイラストからでした。美大に入り、作家活動をしようかというのが見え

始めて作品制作を考えたときに、自分の生まれ持っている漫画的表現とい

う所と、元 日々本美術、浮世絵や日本画もすごく好きだったので、日本画な

どの平面的な表現と今のキャラクター表現を掛け合わせることにより、な

にか自分の一つの絵画になるのではないかと思いました。絵柄は現代的

な表現を入れつつ、大きい作品は、日本画独特のパースであったりとか空

間を分ける技法みたいなものを取り入れたりして絵画を制作していますね。
̶自然のモチーフが多いことにも理由があるのでしょうか？

昔の人が山や海とか、大きいものを見て神様の存在…、目に見えない、認知できないものを感

じる、という思想がすごく好きでした。コロナ前には実際に各地を訪れて、宗教としてではなく、

その土地に根付いた昔からの伝承など、見聞きしたものをテーマに描いたりしていました。目

に見えない大きな存在を人々が恐れたときに神様として、自分たちと同じ人のカタチに例えて

名前をつけることがあります。そうして伝承していたものを自分のキャラクター表現を通して描

くといった感じですね。
̶最後に今後の展望などを教えてください。
活動する国は増やしていきたいなと思います。現在は国内やアジア圏での活動が多いのです

が、アメリカやヨーロッパなどでも展示できたらいいなと思います。一つの国にしぼらずさまざ

まな場所に拠点を置くことで、活動を途絶えることなく続けていけるかなという気持ちもありま

すし、純粋に作家として様々な国で作品を見てもらいたい思いもあって近年の目標になってい

ます。

―古来より人々が日々の営みの中で伝承してきた自然への考え方と金田さん自身がその手

で触れ、慣れ親しんできた日本カルチャー。その両方を融和し昇華したものが金田さん自身の

表現となっているのですね。作品に込められた想いの一端を感じることができました。

インタビューのロング ver.を公開中！こ
ちらをチェック→

―「藝とスタジ
オ」について

教えてください
。

以前までアー
トプロジェクト

「ファンタジ
ア!ファンタジ

ア! ―生き方
が

かたちになっ
たまち―」（

以下、ファンフ
ァン）の拠点

は墨田区の京

島という場所
にあったので

すが、2020年
に移転して始

まったのが「藝

とスタジオ」（
以下、「藝と」

）です。2階
建ての建物で

、1階をファン

ファンの拠点
として利用し

ていて、これま
での発行物や

プロジェクト

の関連書籍、
墨田区で過去

に行われた文
化事業のアー

カイブ資料

が入っている
本棚があった

り、リソグラフ
の印刷機があ

ったりします。

2階は建築家
やアーティス

トとのシェア
オフィスにな

っています。「
藝

と」では月に
数回、週1ぐら

いを目安にオ
ープンスタジ

オの日を設け
て

いるのですが
、オープン時

のプログラム
は日によって

違います。例
え

ば今日は「ソー
シャルワーカ

ーを目指すキ
ュレーターの

自習室」を行
っているので

すが、これは
今、僕が社

会福祉の勉強
のために通信

で大学に通っ
ているので、大

学の課題を行
う日をオープ

ンスタジオに
しちゃ

おう！と思って
始めたもので

す。自習室と称
して開けてい

るのですが、
近隣のソーシ

ャルワーカー
の人たち

が噂を聞きつ
けて遊びにき

てくれたり、み
んなで勉強し

たいものを持
ち寄って黙

と々勉強したり
、いい時

間になってい
ます。他には

リソグラフの
ワークショップ

やトークイベン
トなどを行っ

てみたり、タイ
ミングに

よって様々な
活動がありま

す。

―ファンファンの
活動の中での

「藝と」の役
割はなんでし

ょうか？

以前、足立区
のアートプロ

ジェクト「アー
トアクセスあ

だち 音まち千
住の

の縁」で拠点「
仲町の家」を

運営している
吉田武司さん

と拠点につい
て

のディスカッ
ションをした

ときがあって
、「仲町の家」

はギャラリー
のよう

な、作品の発
表の場として

維持している
場所になって

いました。一
方で

僕らの拠点は
、発表を行う

ためというよ
りも自分たち

の事務所、表
現を

するための準
備を行うアトリ

エになってい
ます。同じ拠点

でも［ショーケ
ー

ス］と［アトリ
エ］という違う

性質を持った
場所になって

いて、「『藝と』
は

みんなで話し
合ったり、活動

を行って考え
を深めていく

のに適した場
所

だよね。」とい
うことを言わ

れて「確かに
。」と思いまし

た。これまでフ
ァン

ファンは福祉
施設とか空い

てた工場とか
、まちの中をシ

ョーケースに
して

いたんですよ
ね。これはオ

ル太というグ
ループと展示

を企画したと
きに

も話したこと
ですけど、まち

のあちこちで
活動を続けて

いって10年後
くらいにもう

一度全ての作
品を再

展示したら、ま
ちの中で芸術

祭ができるね
、なんてことも

考えていまし
た。

―「藝とスタジ
オ」をアトリエ

にまちをショー
ケースとして

活動するファ
ンファン。今後

、展開されるプ

ロジェクトにも
注目していき

たいですね。

青木彬（インデ
ィペンデント・

キュレーター）
｜一般

社団法人藝と
ディレクター。

一般社団法人
ニュー

マチヅクリシャ
理事。1989

年東京都生ま
れ。東

京都立大学イ
ンダストリアル

アートコース卒
業。アー

トを「よりよく
生きるための

術」と捉え、ア
ーティスト

や企業、自治
体と協働して

様々なアートプ
ロジェクト

を企画してい
る。これまでの

主な活動にま
ちを学び

の場に見立て
る「ファンタジ

ア!ファンタジ
ア!─生き

方がかたちに
なったまち─

」（東京都、東
京アート

ポイント計画、
2018年～）デ

ィレクターなど
。

PROFILE

インタビ
ューの

ロング
ver.を

公開中！
こちらを

チェック
→

Kunitachi Art Center 202
3

2023/05/20-2023/6/04

国立市内および近辺に点在
するアトリ

エ・ギャラリー・店舗を会場
に展示とま

ちを横断するプログラム、
Kunitachi 

Art Center 2023を行いま
した。「くに

たち市民芸術小ホール」で
の公開制

作プログラムや、 展示を行う
各スペース

を作家のアテンドで巡るツ
アーの開催

など、より日常に寄り添った
かたちで文

化を発信しました。国立市
内全域を

フィールドとして来場者自らが
展示を巡

り、回遊することで、普段は見
ることので

きない制作の裏側や、作家
本人とのコ

ミュニケーションの中で生ま
れる、 作品

鑑賞だけではない面白さや
その余白を

感じることができたのではない
でしょうか。

aCkT'S AcTiOn
aCkT'S AcTiOn

宵
よみや

ACKTの活動地域である国立市には1,000年以上の歴史を

持つ東日本最古の天満宮、谷保天満宮があります。そんな谷

保天満宮で毎年開催される谷保天満宮例大祭の宵宮にて、

執り行われる神事「古式獅子舞」は国立市の指定無形民俗

文化財となっています。ACKTは国立市についての知見を深

めるリサーチ活動の一環として宵宮へ訪問し、古式獅子舞の

見学を行いました。宵宮のリサーチは、国立市の歴史に触れ、

地域の方 の々谷保天満宮やまちの歴史を継承していくことへ

の想いに理解を深める時間となりました。

aCkT'S AcTiOn

の想いに理解を深める時間となりました。

上映会

『ラジオ下
しもかじ

ろ

神白 ― あの
とき あのまち

の音楽から
 いまここへ』

2023/07/0
2

既存の枠組
みに捉われ

ないまちなか
での活動や

アートプロジ
ェ

クト、文化や
芸術の可能

性に触れる
ラーニング

プログラムと
し

て、映画『ラ
ジオ下神白

―あのとき 
あのまちの音

楽から いま
こ

こへ』の上
映会を開催

しました。実
際にアートプ

ロジェクトを
展

開してきた文
化活動家・

アサダワタ
ルさんをゲス

トに迎え、福

島県いわき
市の復興公

営住宅での
プロジェクト

の様子を収
め

た映画を鑑
賞。アフター

トークでは
、アサダさん

と共にプロ
ジェ

クトの進め方
や考え方に

ついての知
見を共有し

ました。

aCkT'S AcTiOn
aCkT'S AcTiOn

上映会

『ラジオ下
しもかじ

ろ

神白

既存の枠組
みに捉われ

ないまちなか
での活動や

アートプロジ
ェ

クト、文化や
芸術の可能

性に触れる
ラーニング

プログラムと
し

て、映画『ラ
ジオ下神白

―あのとき 
あのまちの音

楽から いま
こ

こへ』の上
映会を開催

しました。実
際にアートプ

ロジェクトを
展

開してきた文
化活動家・

アサダワタ
ルさんをゲス

トに迎え、福

島県いわき
市の復興公

営住宅での
プロジェクト

の様子を収
め

た映画を鑑
賞。アフター

トークでは
、アサダさん

と共にプロ
ジェ

クトの進め方
や考え方に

ついての知
見を共有し

ました。

上映会

〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
続
く
、世
界
と
の
出
逢
い
か
た
〜

ACKT

02

エ
ン
カ
ウ
ン
ト
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
! !

【ACKT（アクト／アートセンタ
ークニタチ）について】

ACKTはまちなかで生まれる多様なプロ
グラムを通して、アーティストや

市民・市外

の参加者と交流をしながら活動し
、ともに成長していくためのアート

プロジェクトです。

「まちを舞台に編まれる芸術と
文化」をテーマにしたプログラム

やアクションを通じ

て、新たなまちの価値を生み出し
ていきます。

【活動について】
ACKTはひとつのプログラムだけを進めるのではなく、上記の図に
あるような社会課題と、様々なアートの分野が交わる、［芸術と文
化／スペースと人］の交差点をつくりだします。

金田涼子 《でんぐり山》 2020年



もっともっと病─20代を大手広告代理店で過ごし、深夜残業とそれから（始
発まで）のカラオケを是とする価値観に染まったぼくが慢性的に罹っている病だ。
何かの達成（たとえば受注や予算達成、プロジェクトの成功）に向かって努力を
したとして、それが叶ったらまた別の達成に向かって延々と手をゆるめることが
できない……そんな症状を指す。もう広告業界から去って10年以上が経つのに、
いや、それは業界に関係なく資本主義や加速主義に象徴される現代病なのかも
しれないけど、とにかくいまもぼくのなかで病魔は巣食っている。

2022年に退職し独立したぼくは、誰にワーカーホリックを咎められることもなく
なりガムシャラに働いた。そして、自身のもっともっと病をこじらせては疲弊し、
サウナや運動といったリフレッシュ法を頬張り、嘔吐しながら美食をかきこむ古代
ローマ貴族よろしく働いて、そしてその繰り返しにもいよいよ疲れてしまった。
もっともっとを求めずに、ただその瞬間を楽しむ─利害関係もなくただただ
一緒にいたいと思った学生時代の友人のように、仕事を過ごすことはできないの
だろうか。放課後に時間を忘れて友人とくっちゃべっていた時間のように、仕事
の時間を楽しむことはできないのだろうか。コミュ障には珍しく、年末の忘年会
を口実に旧友と会っては当時の自分を手繰り寄せ、少しずつぼくは（クライアント
でも協力会社でもない）“ともだち”と仕事をする喜びを取り戻そうとしていた。
その矢先に、蛇谷さんから「気の合うともだちとプロジェクトをやって、ワクワク
していたい」という趣旨の言葉を聞いて、東京とはまったくちがう環境で自分の
探す答えを体現している人がいたことに、すごく驚いた。
「（おはようご）ざいまーす」「おつかれさまー」「いまちょっといいです？」
交わってきたいろんな人との、その電話の第一声が好きだ。その人との心地いい
スピードやテンション、イントネーションにパッと切り替わって、それは何年だとか
のブランクやちょっとした気恥ずかしさもヒョイと飛び越えさせてくれて、その人
のぼくに戻れる。ただこういうやりとりや空気感を味わいたくて、その人との仕
事をしたい─そう思わせてくれる。
それは“コミュニティ”とか“ネットワーク”といった明瞭な括りやつながりとは
ちがう、もっと個人的で言語化しにくい、細長くてやわらかい糸電話の糸を撚って
いくような関係性だ。蛇谷さんとの会話から、そんなイメージを思い浮かべていた。
あ（りがとうご）ざいますー

その活動は、とても流動的でフワフワと浮いているように見える。その軽やかさに憧れて、
話を聞きに行った。鳥取県・湯

ゆりはま
梨浜町にあるゲストハウス「たみ」を運営する、うかぶ

LLC（合同会社うかぶエルエルシー）の代表・蛇谷りえさんにお話を聞いた。

直球の「アート」ではない、形がないゆえの自由さ
私は大阪の工芸高校で美術やデザインを学び、その後はグラフィックの専門学
校で2年ほど勉強しました。それから店舗設計のアルバイトや大阪市のアートNPO
団体の業務を通じてアートプロジェクトのボランティアに関わるようになり、フリー
でデザインや企画の活動を始めました。当時の活動は「アート」の名目でないと
いけなかったのですが、その狭さが自分はちょっと嫌になってきて。「アート」と
名前が付いていなくてもアートと言えることはあるし、「アート」しか扱えないの
は不自由だなと思っていたので、いっそ自分でやろうと思い立ちました。
それで、2010年の瀬戸内国際芸術祭が始まるときに、三宅くん（開業当時、う
かぶLLCの共同代表だった三宅航太郎さん）と期間限定で場所を開いてみない
か、という話になったんです。そのときに、滞在型のスペース「k

か じ こ
ajico」を3ヶ月

半やったら、すごく面白くて反響もあったんです。アートと言わなくても面白い状
況はつくれるし、これを今後10年やったらどうなるか、と考えて鳥取に来て「たみ」
を始めました。

アートであることより、もっと本質的なこと
当時は日本のアート業界から離れていくことに関心があったので、鳥取に来て
からも、自分たちが面白いと思ったことをやり続けたんです。それがアートかどう
かとか、表現として強いか弱いかとかよりも、目の前の人たちと今この生きてい
る時間の中で、感動したり、何か意味わかんないって思ったりして、分かち合えて
いる状況が成立すれば何でもいい。
従来のアートたるものを意識しすぎて、洗練されたりこだわりが多くなったりし
て頭でっかちにならないように、と思っています。もっとピュアに「楽しい」とか「ワ
クワクする・しない」とか、そういう次元で過ごせるほうが幸福のハードルが下が
るはず。自分がこれをどう見るか、みたいな見る側の能力に委ねれば、こちら次
第で何でもアートになる。何かをつくることやそれを示すことは、その次だなと思
います。

目まぐるしい情報社会との、自分らしい向き合い方
2010年代に物件が見つかってスペースを作り始めたとき、すでに情報社会の
加速を感じていました。それに対してまず決めたのは、写真撮影を禁止すること。
写真を撮ったり発信したりすることがどんどん当たり前になっていくから、そこに
ひとつ釘を刺す気持ちで始めました。

SNSも積極的にやる必要はないと感じていましたが、コロナ禍でセルフロックダ
ウンをして、ここに来られない人たちとつながりたい思いからInstagramを始めま
した。けれども、「こんなことやってるよ」くらいの気持ちで発信していたのが、

2023年頃には「もっと発信しないと認知されませ
んよ」みたいな指摘をスタッフから受けるように
なったんです。お客さんも「もっとわかりやすい情
報発信をしてくれないと、何をやってるかわからな
い」と要望するようになって。宣伝のためではな
かったのに、いつの間にかそれを求められること
に何だか疲れちゃったんです。
ただ、そういう情報然り、やってくる社会の問
題や波に対して、ここ鳥取ではどうやって自分ら は対峙しよ
うかと考える時間があるし、もちろん対峙しない選択肢もある。東京や都市部で
オリンピックのような大きな出来事があっても、鳥取までの波紋はめちゃくちゃの
んびりやってくるし、何ならオリンピックなんてなかったのかなってくらい。「テレ
ビで見たよ」程度にしか影響を受けていなかったんですよ。だから、のほほんとし
ていられますね。

ベトナムの人の働き方を目にして、気づいたこと
縁あって2023年に初めてベトナムに行った経験は、強く印象に残っています。
そこではみんな働くのが楽しそうだったんです。自分の生まれ育った場所に居ら
れるんだったらどんな仕事でもやるよ、みたいな感じの楽しさ。笑顔でドーナツと
かを売ってくるし、客引きのお兄さんたちも全然やらされてる感がなくて、楽しそ
うに声かけをしている。
いまの日本って「自分のやりたいことを仕事にしたい」と悩んでいる学生が多
いですよね。でも、それは贅沢すぎるからやめたほうがいい。まずはどこに居た
いかを決めて、その場所に居られるんだったら別に何でもいいはずで、自分の能
力を活かせる仕事に就けるかは二の次、三の次だなって。いきいきと生かされて
いるようなハッピーさがベトナムにはあって、いっぽうで日本人ってなんでこんな
に暗くて苦労したり、不安になって相談したりするんだろう、って思います。
ただ、日本人も1960年代から70年代くらいには「俺はいったい何の仕事をした
らいいんだ」なんて誰も思っていなかったはず。働いて稼いで、家庭を持つとか
車が買えるだとか、そういうこと自体に幸せが見出せたんです。けど、そこをすべ
てクリアしちゃった今、そこではもう満足できないじゃないで
すか。鳥取に来て、いつの間にかすご
く幸せのハードルが上がって
たんだなって気づけたから、
今はとにかく下げる。まずは
自分が幸せのハードルを下
げて生きないと、みんなも「な
るほど」ってならないからあ
まり難しく考えたくないな、
というのが最近の課題です。

一人ひとり
が社会への

ギブを想像
/創造する─

H
E
LL
O
G
A
R
D
E
N
と
い
う
見
た
い
景
色

煙
に
巻
か
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

1
9
9
5
年

に
は
富
山
県
南な
ん
と砺

市
の
五
箇
山
と
共
に
世

界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
、

岐
阜
県
白
川
村
の「
合
掌
造

り
集
落
」。
そ
の
景
観
が
今
な

お
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
結
ゆ
い

」
と

呼
ば
れ
る
支
え
合
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。合

掌
造
り
民
家
の
茅
屋
根
は
、20
〜
30
年
に一
度

葺
き
替
え
が
行
わ
れ
る
。
農
作
業
な
ど
で
多
忙
で
あ
る

為
、基
本
的
に一
日
で
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
る
が
、古
い
茅

を
屋
根
か
ら
下
ろ
し
、新
た
な
茅
を
葺
く
作
業
を
所
有
者

の
み
で
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
茅
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業
を
、村
民
同
士
で
助
け

合
って
行
う
相
互
扶
助
の
精
神
を
、村
で
は「
結
」と
呼
ん
で

い
る
。
手
伝
って
く
れ
た
人
、茅
を
供
給
し
た
人
、食
事
を
用

意
し
て
く
れ
た
人
、と
いっ
た
記
録
を「
結
ゆ
い
ち
ょ
う帳

」に
記
録
し
、

次
は
そ
の
人
の
葺
き
替
え
を
お
返
し
で
手
伝
う
…
と
い
う

行
為
が
、少
な
く
と
も
2
3
0
年
以
上
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
和
田
家
の
よ
う
な
大
き

な
建
物
で
は
、一
度
に
2
0
0
人
も
の
人
手
が
必
要
と
言
わ

れ
、結
に
よ
る
相
互
扶
助
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
って
い
る
。

往
時
と
比
べ
、村
の
人
口
が
減
り
、合
掌
造
り
民
家
が
減

少
し
て
い
る
現
在
。
村
の
子
ど
も
に
対
す
る
担
い
手
育
成

が
行
わ
れ
、茅
葺
き
の
専
門
職
人
が
生
ま
れ
、村
内
外
の
有

志
に
よ
る
文
化
を
支
え
る
営
み
が
行
わ
れ
る
な
ど
、次
代
へ

継
承
す
る
為
の「
結
」は
多
様
な
形
で
続
い
て
い
る
。

文＝田尾圭一郎ともだちに糸電話しよ
う

エ
ン
カ
ウ
ン
ト・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
!!

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
続
く
、
世
界
と
の
出
逢
い
か
た
～

もう20年近く
前、大学の建

築学科の研究
室に所属して

いた頃、先輩
や同期が煙

草をスパスパ
吸いながら設

計作業に勤し
んでいて、非

喫煙を通して
いた僕は少数

派だった。や
がて学校側の

方針なのか、
非難の声が上

がったのか、
研究室横の外

廊下にペール
缶が用意され

、そこが喫煙
所になった。

数十分に一度
「ちょっと行

こ

うぜ？」の合
図でゾロゾロ

と出ていく。
戻ってきた時

は、何かニヤ
ついている。

何

が話されたの
か気になるけ

ど、何となく聞
けず。この数

分だけ生まれ
るコミュニケ

ー

ションの密度
が不思議だっ

た。

煙草といえば
、国立駅の南

側を伸びる大
学通りの途中

に、大きなパ
イプの絵

が描かれた「
サンモークさ

えき」があっ
た。５年前の

建替えで大学
通りから50

歩くらい入っ
たところへ移

転。新しくな
ったパイプの

看板と「ない
ものはない」

の文字に目が
いく。ふと大

学時代のこと
が思い出され

、最近の煙草
事情も伺

えるかなと来
訪してみるこ

とにした。

-
煙草と喫煙

具の専門店
として始め

たのは親の
代で、もう

50年

くらい前。
当時、煙草

専門店はど
の街にも１

軒はあった
けど、

コンビニや
、最近では

ネットで買
う人も増え

たから、今
では珍

しいかもね
。欲しいも

のがあれば
取り寄せら

れるし、わ
ざわ

ざ来てくれ
る人も多い

から、ニッ
チな品揃え

。パイプや
葉巻、

手巻き煙草
の吸い方を

教えること
もあります

。

昔よりお客
さんの数は

減ったけど
、２、３世代

にわたっ

て利用して
くれる人、

家族の煙草
を買いに来

てくれる人
、

吸わないけ
れどゴミ袋

を買いに来
る人なども

いるわ。

昔は駅のホ
ームに灰皿

があったし
、会社では

デスクや

会議室でも
煙草が吸わ

れていた。
喫煙所には

上司も部

下も集まっ
て、そこで

コミュニケ
ーションや

仕事が生

まれていた
話は聞くわ

ね。

一橋や津田
塾の子なん

かもよく買
いに来てく

れて

いたけど、
だいぶ少な

くなってき
た。特定の

銘柄を

求めてたま
に来てくれ

る学生さん
の話を聞く

限り、

学校の中で
も規制が多

いみたい。
20歳以上に

与え

られる煙草
でのコミュ

ニケーショ
ンって大切

だと

思うんだけ
ど。

今の喫煙所
は、動物園

の檻みたい
に見える。

例

えばシガー
バーで葉巻

とアルコー
ルを楽しん

だ

り、シーシ
ャ（水煙草

）バーを使
ったり。煙

草を

楽しめる場
所を使う人

が増えたら
、煙草を取

り

巻く環境も
変わるかも

しれないけ
ど。

-
その後も、こ

こではとても
書けないよう

な話が延々と
続

き、ああ、こう
いうことなのか

も、と妙に納
得してしまった

。

文＝加藤健介
白川郷の合掌造り民家を支える「結」というエコシステム 白川郷の合掌造り民家を支える「結」というエコシステム

文
＝
田
尾
圭
一
郎
　
構
成
＝さ
つ
ま
瑠
璃

西
千
葉
に
あ
る
、株
式
会
社
マ
イ
キ
ー
が
運
営
す
る
公
園「
H
E
LL
O
 G
A
R
D
E
N
」。
利
用
者

の
各
々
が
自
由
意
志
の
も
と
活
用
す
る
こ
の
公
園
で
は
様
々
な
こ
と
が
立
ち
上
が
り
、ゆ
る
や
か
な

関
係
性
の
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。そ
れ
は
ど
ん
な
未
来
が
目
指
さ
れ
た
社
会
実
装
な
の
だ
ろ

う
か
。
企
画
運
営
す
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
西
山
芽
衣
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
よ
り
も
、も
っ
と
ゆ
る
や
か
な
関
係
性
を

西
山
　
コ
ミュ
ニ
テ
ィに

は
自
分
の
共
感
で
きる
も
の
が
あ
る
い
っ
ぽ
う
で
、逆
に
好
ま
な
い
も
の
も
あ
り
得
る
の
で
、

HE
LL

O 
GA

RD
EN
で
は
そう
い
う閉

鎖
的
に
なり
が
ち
な
場
を
つく
ろう
とは

思
っ
て
い
ませ
ん
。「
この

人
は
コミ
ュニ
ティ
の
内
だ
けど
、こ

の
人
は
外
だ
よね

」み
た
い
な
ライ
ン
が
見
える
感じ
で
は
なく
、も
っと
ゆ
る
や
か
な
関
係
性
とい
うか
、も
う少
し大
きな

土
壌
を
耕

すよ
うな
感
覚
で
やっ
て
い
ます
。

̶
そ
う
思
っ
た
原
体
験
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
山
　
私
は
出
身
が
地
方
の
小
さな
町
で
、す
ごく
関
係
性
が
密
な
世
界
で
生
きて
きま
した

。そ
の
距
離
感
ゆ
え
に
助
けら
れ
たこ
と

も
たく
さん
あっ
た
と
思
い
ます
が
、い
っ
ぽ
うで
窮
屈
さも
あり
まし
た
。そ
れ
こそ
内
と
外
が
あっ
たり
、言
語
化
され
て
い
な
い
当
た

り前
が
あっ
たり
して
、そ
こか
ら
離
れ
た
かっ
た
。コ
ミュ
ニ
ティ
で
は
な
い
けど
もう
少し
共
同
体
の
意
識
とい
うか
、大
きな

社
会
とか

地
域
に
所
属し
てる
感じ
とい
うか
、自
分
と目

の
前
の
人
が
無
関
係
で
は
な
いと
いう
感
覚
を
持
てる
とい
い
なと
思
って
、そ
の
塩
梅
を

探
って
い
ます
。

地
域
の
人
に
提
供
し
た
い
、

H
E
LL
O
 G
A
R
E
D
N
の
3つ
の
役
割

─
H
EL
LO
 G
AR
D
EN
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

が
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、一
般
的
な
公
園
に
あ
る

よ
う
な
遊
具
は
な
い
。自
主
イ
ベ
ン
ト
も
あ
れ
ば
、

一
般
か
ら
募
集
し
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

い
っ
け
ん
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
、不
思
議
な
空
間

で
す
よ
ね
。こ
れ
は
ど
う
い
っ
た
役
割
を
期
待
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

西
山
　
い
くつ
か
あ
りま
す
が
、ひ
と
つ
は
た
だ
居
るこ
と
が

許
され
る
空
間
で
す
。い
ま
の
社
会
の
中
で
は
、お
金
と
引
き

換
え
に
存
在
する
こと
を
許
され
る
場
所
や
、お
金
は
要
ら
なく

ても
誰
の
も
の
でも
な
い
公
共
施
設
の
よう
な
場
所
の
どち
ら
か

が
多
くて
、自
分
が
居
るこ
とを
許
容
され

て
い
る
感
じを
得
る

の
は
難し
い
なと
思
うん
で
す
。

ふ
た
つ
目
は
、何
か
を
やっ
て
み
た
い
気
持
ちを
アウ
トプ
ット
でき
る
場
所
。街
の
中
に
は
そう
いう
場
が
意
外
と少

な
い
け
れ
ども
、み
ん
な
が
少

しず
つ
何
か
をア
ウト
プッ
トし
て
いく
こと
の
積
み
重
ね
で
、社
会
は
けっ
こう
変
わ
るん
じゃ
な
い
か
な
と
思
って
い
ます
。一

人
ひ
とり
が
パ
ブリ
ッ

クな
空
間
に
何
か
をア
ウト
プッ
トす
る
の
は
社
会
に
対
する
ギブ
だと
思
うん
で
す
。

み
っつ

目
は
、問
い
が
生
ま
れ
る
場
所
。「
居
る
」や
「
やっ
て
み
る
」は
一
人
ひと
りの

発
信
で
す
が
、第
三
者
が
問
い
を
投
げ
か
ける
必
要
もあ
ると

思
って
い
ます
。す
ぐ
に
答
え
は
出
な
い
か
もし
れ
な
い
けど
、こ
れ
から
の
社
会
を
考
える
こと
に
意
味
が
ある
気
がし
て
い
て
、そ
の
問
い
が
飛
ん
でく

る
場
所
が
必
要
だ
な
と
思
うん
で
す
。場
とし
て
ル
ー
ル
を
決
め
てし
まう
の
で
は
なく
議
論
を
する
こと
で
、み
ん
な
で
何
か
を
考
え
て
いく
こと
に
つ
な

が
る
の
か
なと
。

場
を
使
い
こ
な
す
権
利
も
可
能
性
も
、誰
も
が
持
っ
て
い
る

─
そ
れ
ら
の
役
割
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、今
後
ど
う
い
っ
た
工
夫
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

西
山
　
例
え
ば

HE
LL

O 
GA

RD
EN
に
置
い
てあ
る
椅
子
と机
もど
れ
も
固
定
はし
て
い
なく
て
、み
ん
な
の
居
心
地
が
い
いよ
うに
変
え
て
い
いと
思
って
い
る

んで
すけ
ど
、や
っぱ
り用
意
され
た
場
所
とい
う感
覚
がま
だま
だ
ある
の
か
なと
感じ
ます
。「
本
当
にや
って
い
いん
です
か
」「
ル
ー
ル
は
ある
んで
すか
」

と、
こっ
ち
に
主
導
権
が
あ
ると
思
わ
れ
て
い
ると
ころ
から
スタ
ート
して
しま
う。
自
分
が
社
会
に
対し
てア
ウト
プッ
トす
る
権
利
や
可
能
性
を
持
って
い
る

こと
に
気
づ
い
て
い
な
い
人
が
たく
さん
い
ます
。自
分
が
何
か
を
する
こと
で
、他
者
へ
の
影
響
や
関
わり
方
み
た
い
な
も
の
をイ
メー
ジ
で
き
たと
き
、本
当

に
社
会
が
変
わ
っ
て
いく
気
が
する
。そ
うい
うと
ころ
に
み
ん
な
の
意
識
や
興
味
が
向
か
うた
め
に
、も
っと
何
か
や
れ
るこ
とを
考
え
た
方
が
い
い
な
と
感
じ

ます
。

こ
の
街
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
、他
の
街
で
も

̶
H
EL
LO
 G
A
R
ED
N
を
運
営
す
る
株
式
会
社
マ
イ
キ
ー
に
と
っ
て
、こ
の
事
業
は
ど
う
い
う
位
置
づ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

西
山
　
利
益
を
追
求
する
事
業
とい
うよ
りは
、社
会
貢
献
とし
てス
ター
トし
て
い
るプ
ロ
ジェ
クト
な
ん
で
す
。一
時
的
な
も
の
で
は
なく
、お
金
が
形
を
変
え
て
価

値
を
増
幅し
な
がら
、ち
ゃん
とこ
の
街
や
社
会
にイ
ンス
トー
ル
され
て
いく
よう
なこ
とを
やり
た
い
なと
思
って
い
ます
。

結
果
的
に
いま
はク
ライ
アン
トワ
ーク
もす
ごく
増
えて
いま
す
。こ
の
街
でや
って
いる
こと
をこ
の
街
の
た
め
だ
け
のも
の
にし
てお
い
たら
もっ
た
い
な
い
なと
。

私
た
ち
が
取
り組

み
を
通し
て
見
てき
たこ
とが

他
でも
役
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、こ
ん
な
に
嬉し
いこ
とは
な
い
。そ
の
意
味
で
は

HE
LL

O 
GA

RD
EN
は
自
社
事
業
と

して
、プ
ロト
タイ
プ
を
つく
るよ
うな
感
覚
で
やっ
て
い
ます
。そ
れ
をど
うや
って
もっ
と社

会
に
広
げ
て
いく
か
を
、ク
ライ
アン
トワ
ーク
とし
て
パ
ート
ナ
ー
さん
と

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
街
で
やっ
て
い
ます
。

̶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
K
PI
や
指
数
み
た
い
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

西
山
　
まっ
たく
決
め
て
い
ませ
ん
。た
だ
見
た
い
景
色
が
あ
る
、と
い
う感
じ
で
す
ね
。一
人
ひ
とり
が
自
分
自
身
も
楽

しみ
な
が
ら
、社
会
に
対し
て
何
か
を
受
け
取
っ
たり
ギ
ブし
たり
して
い
る
状
態
だ
と
思
い
ます
。い
ろ
ん
な
こと
を
考
え

たり
、未
来
を
夢
見
たり
、自
分
が
見
え
て
い
な
い
世
界
を「
実
は
こう
い
うこ
とも
あ
る
んじ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
想
像
する

こと
。そ
れ
と、
より
良
くな
る
た
め
に
何
が
で
きる
の
か
、考
える
だ
けじ
ゃ
なく
て
具
体
的
な
アク
ショ
ン
が
起
きて
本
当

に
状
況
が
変
わ
っ
て
いく
創
造
。そ
の
二
つ
が
大
事
で
す
。そ
れ
を
誰
か
だ
け
が
や
る
んじ
ゃ
なく
て
、こ
の
社
会
に
参
加
し

て
い
る
み
ん
な
が
や
れ
る
状
況
が
、理
想
論
だ
けど
い
ち
ば
ん
い
い
状
態
。こ
の
言
葉
を
使
うと
人
によ
って
は
怪
しが
ら
れ

ます
が
、そ
の
先
に
世
界
平
和
が
ある
気
がし
てる
ん
で
す
。

例
え
ば
、自
分
と
全
然
違
う感

覚
の
人
を
認
め
ると
き
、自
己
の
否
定
が
必
要
な
こと
もあ
るじ
ゃ
な
い
で
す
か
。で
も
、ふ

わ
ふ
わし
た
気
持
ち
い
い
社
会
に
な
るよ
りは
、み
ん
な
が
少
しの

我
慢
̶
この

単
語
がし
っく
りき
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ども
̶
をし
て
、気
持
ち
い
いこ
とし
か
な
い
ユ
ート
ピ
ア
み
た
い
な
も
のじ
ゃな
く、
とき
に
は
自
分
が
居
心
地
の
悪
い

側
面
も
受
け
入
れ
て
いく
ほう
が
い
い
。そ
れ
は
自
分
だ
け
が
我
慢し
て
い
るん
じゃ
なく
て
、み
ん
な
が
譲
り合
って
い
ると
思

え
たら
、納
得
でき
る
部
分
もあ
る
は
ず
。も
しか
した
ら
話し
合
う中
で
考
え
が
変
わ
って
、お
互
い
落
とし
どこ
ろ
が
見
つ
か
る

かも
しれ
な
い
。そ
の
議
論
をし
て
いる
間
は
結
構し
んど
いと
思
うん
です
よね

。で
もそ
れ
に
向
き合
える
か
が
大
事
だ
から
、

そ
れ
でも
そ
れ
で
い
いよ
ね
とい
うか
、そ
れ
が
必
要
だよ
ね
って
み
ん
な
が
思
える
か
で
すよ
ね
。

聞き手＝田尾圭一郎　
構成＝さつま瑠璃うかぶLLC代表・蛇

じ ゃ た に

谷りえさんに話を聞く
。

朝
活
か
ら
趣
味
、社
会
活
動
に
至
る
ま
で
、価
値
観
や
目
的
を
共
有
す
る
い
い
感
じ
の
こ
と
ば
、“
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”。

で
も
少
し
食
傷
気
味
で
、そ
の
く
せ
実
態
が
あ
ま
り
わ
か
っ
て
こ
な
い
。家
族
や
会
社
に
続
く
サ
ード
・
プ
レ
イ
ス
と
は
言
う
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
何
か
に
所
属
し
て
な
い
と
い
け
な
い
の
か
な？
…
…
そ
ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ
が
今
号
の
出
発
点
だ
。

そ
こ
に
集
ま
る
人
が
流
動
的
だ
っ
た
り
、い
た
い
人
が
い
れ
ば
よ
か
っ
た
り
、コ
ミュ
ニ
テ
ィと
も
ち
が
う
、よ
り
刹
那
的
で
開
放
的
な
人
や
場
所
・
コト
と
の
出
逢
い

─
エ
ン
カ
ウ
ント
─
と
も
言
う
べ
き
空
間
が
、立
ち
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
る
。そ
ん
な
思
い
か
ら
各
地
の
実
践
を
取
材
し
た
。

毎
日
す
れ
違
う
膨
大
な
人
や
も
の
の
な
か
で
、あ
な
た
が
エ
ン
カ
ウ
ント
（
出
逢
い
）し
た
も
の
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
？

あ
る
い
は
あ
な
た
が
立
ち
止
ま
る
と
き
、そ
こ
に
は
ど
ん
な“
意
味
”が
生
ま
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。特
集
を
読
み
な
が
ら
、想
像
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

ち
な
み
に
今
回
、誌
面
上
で
も“
エ
ン
カ
ウ
ント
”を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、冊
子
と
し
て
綴
じ
ず
に
、デ
ザ
イ
ン
も
ま
ば
ら
に
し
た
。

さ
ぞ
読
み
に
く
い
と
は
思
う
が
、順
番
も
読
む
/読
ま
な
い
も
自
分
次
第
。記
事
と
の
出
逢
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

文
＝
加
藤
健
介

2023年11月19日、朝11時、私は国立市から電車で1時間20分ほどの距離にある横

浜市にいた。横浜のBankART Stationにて行われる《Art & Breakfast Meeting》

に参加するためだ。

《Art & Breakfast》は作家の三田村光土里氏が世界各国で行っているもので、作

家のスタジオや展覧会場で来場者が作品や制作空間に囲まれ、作家が作った朝食を共

にしながら訪れた人同士でコミュニケーションを楽しむ、日常とアートのつながりを作るプ

ロジェクト。

今回も三田村氏をはじめとする様な々作家の作品が展示されている会場で開催された。

開場から暫くののち参加者も揃い始め、朝食の準備が進むと誰からともなく参加者それ

ぞれが配膳を行い、食事を摂り始めた。

参加者は20人弱ほどだったが老若男女問わず、海外からの観光者もおり、実に様な々

人々が思い思いにその空間と食事を楽しんでいた。通常であれば飲食を禁止されること

の多い展示空間で、作家の剥いたりんごをかじりながらぼーっと作品を眺めたり、普段で

あれば親しい友人としかしないような深

い話を相席になった参加者とできてしまっ

たり、この空間で流れる良い意味での独

特な雰囲気を私は感じていた。

居心地が良く、ついつい長居してしま

い、そろそろ帰らなければと思う頃には13

時を過ぎていた。最近は自分がどこに居

ても、そこに居る意味を世の中に求められ

ているような気がして息苦しく感じること

があるのだが、久しぶりにただそこにいる

ことを許容してもらえたように感じていた

のかもしれない。

日常でもこんな風におおらかに他人を

許容しあえる場所や時間が増えたらいい

なぁ…と思いながら、私は帰路についた。

ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
りを育む「Art&Breakfast」文＝安藤涼

たまたまなんだけど、この文章をえらい山

奥で書いている。午前3時。ちょうど満月がきれ

いで、流れの早い雲に隠れると今度は星がたくさん瞬

き出して、その移り変わりはまるで月と星がチャットを楽し

んでるみたいだった。最初はリンリンと鈴虫が鳴いてるぐらい

だったのが、月が沈んでくるとだんだん鳥が元気づいてきて、ピヨ

ピヨ、ホゥホゥ、グワァグワァ、クゥクゥ…とぼくを囲むほうぼうで共鳴す

る。そうこうしてるうちに空が明るくなって、子供も起きてお腹が空いたとわ

めき出す。

これらの全部はもちろん所属が同じわけではないし、共存することが約束されて

いるわけでもない。ましてや星や月、鳥と虫の距離感もまったくもってちぐはぐだ。ただ

たまたま同じときに同じ空間にいるとぼくに認識されて、呼応するようにひとつの環

世界をつくっている。

今回とりあげた取材先も、それぞれが立ち止まれるきっかけ（場所）として

あって、そこで認識する主体と認識されるものたち（人、物、活動…）は

どれも、たまたまでちぐはぐが目指されていた。家族や会社といっ

た強固な“約束”から、各人に選択される“コミュニティ”へ、そし

ていま、偶然で刹那的な“エンカウント（出逢い）”が立ちあ

らわれ始めている。より自由で軽やかな社会でどんな

出逢いを求めるのか、一人ひとりの世界の描きか

たがいっそう問われていくようにも感じられた。

たま
たま

でち
ぐ
は
ぐ

［編集後記・田尾圭一郎］

湯梨浜町鳥取

緑町
千葉

白川村 岐阜

４
代
に
わ
た
り
根
ざ
し
た
巣
鴨
で
始
ま
っ
た

建
材
業
を
やって

い
た
ひ
い
おじ
い
さん
の
代
から
、4代

で
100年くら

い
住
ま

わ
せ
てもらって

い
る
巣
鴨
の
土
地
で

RYOZAN PARKを
はじ
め
ました

。
シェア

ハ
ウ
ス
で
は
入
居
前
に
お
会
い
する
機
会
を
つくり、「

この
人
は
面
白

い！」と
思
っ
た
人
に
入
ってもらって

い
ます
。これ

まで
に

300人
以
上
が
暮
ら

し、20組
以
上
結
婚し、30人

以
上
子
供
が
生
まれ

、海
外
ル
ーツの

住
民
は
常
に

１割
以
上
い
ます
。異
な
る
文
化
で
育
った
人
た
ち
のことも

、お
客
さんとしてお

も
て
なしする

の
で
は
なく、巻

き
込
む
ようにして

い
ます
。両

親
が
同
じ
建
物

に
住
ん
で
い
て
、お
袋
は
シェア

ハ
ウス
の
キッチンで

料
理
を
振
る
舞
ったり、住

民
の
悩
み
相
談
に
乗
ったり、何

かと世
話
を
焼
い
てくれ

て
い
ます
。

分
か
ち
合
い
の
あ
る“
村
”

ここで
、僕
が
大
切
にして

い
ることは３つ

あります
。

1つ
目
は
等
価
交
換
で
は
なくお

互
い
に
対
して「

贈
与
すること」。

2つ
目
が

み
ん
な
で
社
会
の
が
んじ
が
ら
め
な「
ル
ー
ル
を
逸
脱
すること」。そして

食
や

アート、音
楽
など
論
理
を
超
え
た「
非
言
語
的
な
部
分
をシェアすること」。

僕
は

BBQを
や
ると分

かりや
す
いと思

ってます
。アリストテレス

は『
ニコ

マコス
倫
理
学
』の
な
か
で
、真
の
友
愛
が
育
つ
た
め
に
は

50リットル
ほど
の
塩

を
共
に
食
べ
る
必
要
が
あ
るとして

い
ます
。僕
た
ち
は

BBQや
運
動
会
、音
楽
イ

ベ
ントをして

、ワイン
や
肉
を
食
べ
て
…
…
“
塩
”を
分
か
ち
合
って
い
ます
。

目
に
見
え
る
範
囲
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
な
り
合
う

「
人
が
関
係
を
築
ける
人
数
は

150人くらい
」というダ

ン
バ
ー
数
による

指
標

が
あ
る
けど
、適
正
な
規
模
だ
と
思
う。僕

は
半
径

5mに
い
る
人
た
ち
が
幸
せ
な

コミュニ
ティをすごく大

切
に
思
って
い
ます
。

例
え
ば
僕
自
身
は
、「
全
てコミュニ

ティの
為
」と
思
っ
て
は
い
なくて

、やり
た
い
ことを

や
っ
て
い
ます
。「
楽
しそうじゃ

な
い
か！」「

美
味
そうじゃ

な
い

か！」、そう思
ったら

動く。そうするとみ
ん
な
もサ
ポ
ートしてくれ

る
。

RYOZAN PARKに
は
派
手
さや
知
名
度
よりも

、ここに
帰
ってき

たら「
お
か

えり、ご
飯
食
べ
た？」と声

を
か
け
てもらえる

、そん
な
距
離
感
が
生
まれ
る
方

が
良
い
。彼
が
幸
せ
に
な
れ
ば
、彼
の
半
径

5mも
幸
せ
に
な
る
。そ
の
輪
が
触
れ

合
って
、み
ん
な
が
緩くつ

な
が
って
い
る
社
会
にして

い
きた
い
。

R
Y
O
Z
A
N
 P
A
R
K
・

竹
た
け
ざ
わ
の
り
た
か

沢
徳
剛
さ
ん
に
聞
い
た
。

文
＝
加
藤
健
介

「
働く」「

学
ぶ
」「
暮らす」「

育てる」の
新しいシェアの

形を提
案し続ける、

「
RYOZAN PARK」代

表
の
竹
沢
徳
剛
さんに、竹

沢
さん
の
考
えるコミュニ

ティのあり方を伺った
。

巣
鴨

東
京

東
京

国
立
市




